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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月7日(2017.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような問題を解決するために、リチウム－ニッケル複合酸化物粒子表面上にコーテ
ィング剤を用いることにより被覆する方法が提案されている。このようなコーティング剤
としては、無機系のコーティング剤と有機系のコーティング剤に大別され、無機系のコー
ティング剤としてはヒュームドシリカ、酸化チタン、酸化アルミニウム、リン酸アルミニ
ウム、リン酸コバルト、フッ化リチウムなどの材料が、有機系のコーティング剤としては
、カルボキシメチルセルロース、フッ素含有ポリマーなどの材料が提案されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　［実施例１］
　ニッケル系リチウム－ニッケル複合酸化物粒子として遷移金属組成がＬｉ１．０３Ｎｉ

０．８２Ｃｏ０．１５Ａｌ０．０３で表される複合酸化物粒子１５ｇを２０ｍｌの水とジ
フェニルジスルフィド０．０６６８ｇ（１．６２×１０－５ｍｏｌ／ｍ２ｓ相当）を常温
で混合した。この混合は、周速１０．５ｍ／ｓ、撹拌時間１分でホモジナイザーを用いて
行われた。混合後、吸引濾過により水を分離し、減圧下１００℃で２時間乾燥させことで
被覆リチウム－ニッケル複合酸化物粒子を作成し、下記の評価を行った。
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